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((((　Living information ))))

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参

列
を
希
望
さ
れ
る
遺
族
の
方
を

募
集
し
ま
す
。

■
期
日

平
成
29
年
８
月
15
日
（
火
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な

り
ま
す
。

■
場
所

日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）

■
対
象
者

戦
没
者
の
配
偶
者
及
び
三
親
等

内
の
遺
族

一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
及

び
三
親
等
内
の
遺
族

※ 

過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な

い
方
を
優
先
し
ま
す
。

※ 

「
次
世
代
へ
の
継
承
」
と
い

う
観
点
か
ら
「
18
歳
未
満
の
遺

族
」
に
つ
い
て
も
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

平
成
29
年
５
月
１
日
（
月
）
～

５
月
31
日
（
水
）

　

奄
美
海
上
保
安
部
で
は
、
本

格
的
な
台
風
時
期
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、「
来
る
ぞ
台
風
！
備
え

は
よ
い
か
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
た
「
台
風
海
難
防
止
強
調

運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

台
風
に
よ
る
船
舶
事
故
の
未

然
防
止
を
図
る
た
め
奄
美
群
島

各
地
に
お
い
て
周
知
活
動
を
行

い
ま
す
。

︻
実
施
期
間
︼

６
月
21
日
（
水
）
～
同
30
日
（
金
）

︻
周
知
事
項
︼

・
台
風
情
報
の
早
期
把
握
及
び

継
続
的
な
情
報
収
集

・
早
期
避
難
及
び
保
船
対
策
の

励
行

・
適
切
な
避
難
場
所
の
選
定
及

び
事
前
調
査

・
海
上
保
安
庁
緊
急
情
報
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

　

奄
美
大
島
で
は
、
外
来
生
物

法
（
※
）
に
基
づ
く
特
定
外
来

生
物
（
マ
ン
グ
ー
ス
、
オ
オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク
な
ど
）
が
侵
入
し
、

奄
美
大
島
本
来
の
生
態
系
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
外
来
生
物
へ
の
対
策
を

行
い
、
希
少
野
生
動
植
物
へ
の

影
響
を
止
め
る
こ
と
が
課
題
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

宇
検
村
に
お
い
て
も
次
の
植

物
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
日
時

平
成
29
年
６
月
１
日
（
木
）

10
時
～
15
時

■
場
所

宇
検
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
元
気
の
出
る
館
）

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

︻
お
問
合
せ
先
︼

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局

　

☎
５
２
︲
０
３
７
６　

又
は
、

宇
検
村
役
場 

住
民
税
務
課

　

☎
６
７
︲
２
２
１
３

　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
、
人

の
生
命
・
身
体
、
農
林
水
産
業
へ
の
被

害
を
防
止
し
、
生
物
の
多
様
性
の
確
保
、

人
の
生
命
身
体
の
保
護
、
農
林
水
産
業

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
国
民
生
活
を
安
定
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律
で
す
。

※
外
来
生
物
法

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
が
、
感
電
事
故
防
止
の
た

め
、
電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り

の
掲
揚
や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行

わ
な
い
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
万
一
鯉
の
ぼ
り
や
、
釣

り
糸
が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合

は
、
自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、

お
近
く
の
九
州
電
力
ま
で
ご
連

絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。

外
来
種
対
策
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

特
設
人
権
相
談
所

　
　
開
設
に
つ
い
て

「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

参
列
遺
族
の
募
集

奄
美
海
上
保
安
部
か
ら

の
お
知
ら
せ

九
州
電
力
か
ら
感
電

事
故
防
止
の
お
願
い

行
政
に
対
す
る
ご
相
談

は
行
政
相
談
委
員
へ

Living information 生活の情報をお届けします！

　 
             

経済産業省・鹿児島県・宇検村

工業統計キャラクター・コウちゃん

平成２９年工業統計調査を実施します

○平成２９年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、
平成２９年６月１日時点で実施します。
○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的と
する政府の重要な調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査で
す。
○調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための
基礎資料として利活用されます。
○調査票に御記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）
に使用することは絶対にありません。
○調査の趣旨・必要性を御理解いただき、御回答をよろしくお願いいたしま
す。

奄
美
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
（
無
料
法
律
相
談
）

平
成
29
年
６
月
～
７
月 

相
談
日
の

お
知
ら
せ
（
派
遣
相
談
）

※
必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
場
所
：
奄
美
市
役
所  

別
館

◎
多
く
の
方
に
ご
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
相
談
は
原
則

ひ
と
り
年
１
回
と
な
り
ま
す
。

︻
お
問
合
せ
・
予
約
先
︼

奄
美
市
役
所 

市
民
協
働
推
進
課

　

☎
５
２
︲
１
１
１
１　

又
は
、

宇
検
村
役
場 

住
民
税
務
課

　

☎
６
７
︲
２
２
１
１

月 日 担当弁護士名 午前 午後

６

8 鈴木 穂人弁護士 ―   1 時～
      4 時 30 分

15 和田 知彦 弁護士  9 時 30 分～
   11 時 30 分 ―

22 熊谷 光司 弁護士  11 時～
   12 時 ( 正午）

  1 時～
      3 時 30 分

７

13 大倉 克大 弁護士 ―   1 時～
      4 時 30 分

20 鈴木 穂人 弁護士  9 時 30 分～
   11 時 30 分 ―

27 茂木 佑介 弁護士  11 時～
   12 時 ( 正午）

  1 時～
      3 時 30 分

　

平
成
29
年
4
月
1
日
付
け
で

石
原
將
央
さ
ん
が
、
行
政
相
談

委
員
（
総
務
大
臣
委
嘱
）
に
引

き
続
き
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

国
な
ど
の
役
所
の
仕
事
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
、
手
続
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の

助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す

る
改
善
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
道
路
、
社
会
福
祉
、

登
記
、
税
金
、
年
金
、
郵
便
、

雇
用
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

お問い合わせ先：奄美海上保安部 ０９９７－５２－５８１１

各地で海開きも行われ、奄美群島ではこれから本格的マリンレジャーシーズン到来です。
次の事項に注意して、安全にマリンレジャーを楽しみましょう！

○出航前の点検・確認を励行
・バッテリー、燃料など
○見張りの徹底
○自己救命策の確保
・ライフジャケットの常時着用
・携帯電話の携行

・海の緊急電話は１１８番

地元の海のことを知っているのは地域の皆さんです。
観光客の皆さんにも、地域の皆さんが海の安全に関する

情報を提供するようにしてください。

小型船舶の海難を防止するために！

○危険な場所には近づかない！
○風が強いとき、

波が高いときは海に入らない！
○浮く物を身に着けて！

○飲酒したら泳がない！

水難事故を防止するために！

・特にシュノーケリングや小さなお子さん

緊急情報メール配信サービス

気象情報や緊急情報を配信します
登録はこちらから↓

■
募
集
人
員　

65
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選

考
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
先

宇
検
村
役
場
住
民
税
務
課
援
護
係

■
問
い
合
わ
せ
先

宇
検
村
役
場
住
民
税
務
課

☎
６
７
︲
２
２
１
１

県
庁
社
会
福
祉
課

☎
０
９
９
︲
２
８
６
︲
２
８
３
０

花
壇
や
畑
な
ど
で
見
か
け
た
場

合
は
、
除
草
を
行
う
な
ど
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

アメリカハマグルマ
※要注意外来生物

※特定外来生物
オオキンケイギクセイタカ

アワダチソウ
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国立公園内での行為について■

開発基金「土曜相談窓口」（第２、第４土曜日）設置のお知らせ

　奄美群島地域は，自然の風景地を保護するとともに，その利用促進を図り，国民・県民の保健・
休養・教化に資するとともに，生物の多様性を確保することを目的とした国立公園を有します。
　国立公園内では，優れた風景地を保護するため，自然公園法に基づき，各種開発行為が規制
されています。
　国立公園内において，次のような開発行為等を行う場合は，事前に国や県への許可申請・届
出の手続きが必要となります。

※国立公園内での開発行為等については，手続きが必要です。

○  手続きの必要な行為（一例）

○  許可申請・届出の手続き

○  違反行為について

国定公園区域内での許可申請・届出について不明な点がありましたら，下記にお問い合わせください。

【お問い合わせ先】
奄美自然保護官事務所（奄美大島・喜界島・与論島）　電話　０９９７－５５－８６２０
徳之島自然保護官事務所（徳之島・沖永良部島）　電話　０９９７－８５－２９１９
大島支庁総務企画課　商工観光係　電話　０９９７－５７－７２１５
行為地の市町村役場　
■許可申請書の提出先
行為地の市町村役場
■県のホームページ（検索方法）
鹿児島県庁ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ→一般・県民の方々→くらし・環境→自然保護→自然公園→行為許可申請書・届出
書様式

・工作物（建築物を含む）の新築・改築・増築
・木竹の伐採
・広告物の掲出（案内板等を含む）
・開墾・土地の形状変更
・鉱物や土石の採取
・屋根・壁面の色彩の変更
・特別保護地区での動植物の捕獲又は採取　等

自然公園法の規定に違反しての行為や無許可での行為等については罰則が設けられています。

（１）申請・届出の様式
・様式・必要な添付書類・記載要領については，県のホームページに掲載されています。
（２）標準的な処理期間　
・通常約１～３か月を必要とします。（書類に不備があった場合の補正の期間は除く）
（３）注意事項
・行為の種類，規模，公園の種類，地種区分の違いにより手続き等に違いがあること，また，行為の
場所や内容によっては，許可ができない場合もあることから，事前に奄美自然保護官事務所，徳之島
自然保護官事務所又は大島支庁総務企画課もしくは関係市町村役場に御相談ください。
・自分の所有地でも，国立公園内での行為においては，手続きが必要となります。
・今回（平成 29 年３月７日）新たに国立公園に指定された区域で，指定前に自然公園区域外で着手
していた行為については，平成 29 年６月６日までに行為着手済届出書の提出が必要となります。

○  手続きの必要な行為（一例）

○  許可申請・届出の手続き

○  違反行為について

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

火災の発生を音で知らせる住宅用火災警報器。新築などで設置が義務付けられて

から、１０年が経過し交換時期に差しかかっています。古くなると電子部品の寿命

や電池切れなどで、火災を感知しなくなることがあるため、１０年を目安に交換が

必要です。住宅用火災警報器の専用電池はメーカーから入手可能ですが、電池交換

しても他部品の劣化が考えられるため本体の交換をお勧めします。いざという時に

確実に作動するよう適正な維持管理をしましょう。  

 住宅用火災警報器普及による効果  

 
住宅用火災警報器を設置することに

より、死者数、焼損床面積、損害額は、

設置されていない場合に比べ、被害状

況が概ね半減しており、火災発生時の

死亡リスクや損失の拡大リスクが減少

することが分かっています。  
 

 
 

 設置場所  

平屋建て  

 
２階建て  

 

  

 

①  まずは寝室  
②  ２ 階 に 寝 室 が あ
る場合は、寝室と

階段上部に必要  
③  １ 階 と ２ 階 に 寝
室がある場合は、

両 寝 室 と 階 段 上

部に必要  

☆お問い合わせ先☆  
大島地区消防組合  宇検消防分駐所  
予防係 TEL:0997-67-2334 

FAX:0997-67-2335 
 

広報うけん 2017.513 広報うけん 2017.5 12



み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

宇
検
村
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
重
田
朱
美
で
す
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
最
終

年
度
が
始
ま
り
、
任
期
も
い
よ

い
よ
残
り
１
年
を
切
り
ま
し
た
。

前
号
で
は
、﹃
宇
検
村
の
良
い
所

は
何
で
す
か
？
﹄
と
い
う
質
問

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
３
月
12

日
に
開
催
し
た
コ
ー
ヒ
ー
の
木

の
植
樹
祭
︻
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

コ
ー
ヒ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

以

下
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト)

︼
に

つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
今
年
３
月
に
村
内
の
中
学

校
を
卒
業
し
た
子
ど
も
達
と
そ

の
保
護
者
の
方
々
を
対
象
と
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
卒
業

生
の
彼
ら
が
成
人
式
を
迎
え
る

時
に
、
自
分
た
ち
で
植
樹
し
た

コ
ー
ヒ
ー
の
木
か
ら
収
穫
で
き

た
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
焙
煎
し
、
一

杯
の
コ
ー
ヒ
ー
と
な
っ
た
も
の

を
飲
み
な
が
ら
成
人
の
お
祝
い

を
し
よ
う
！
と
い
う
ロ
マ
ン
漂

う
企
画
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
の
木
は
収
穫
が

で
き
る
ま
で
早
く
て
３

年
～
５
年
と
い
う
時
間
が
必
要

で
、
奄
美
大
島
の
場
合
は
台
風

の
影
響
で
丹
精
込
め
て
育
て
上

げ
て
も
、一
瞬
で
水
の
泡
と
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
実
か
ら
す
ぐ
に
コ
ー

ヒ
ー
と
い
う
飲
み
物
に
な
る
」

と
い
う
訳
で
は
な
く
「
栽
培
↓

生
育
↓
収
穫
↓
精
製
↓
乾
燥
↓

焙
煎
↓
粉
砕
↓
抽
出
」
と
い
う

手
間
暇
の
か
か
る
工
程
を
経
て
、

よ
う
や
く
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
と

な
り
ま
す
。
考
え
た
だ
け
で
も
、

根
気
の
必
要
な
作
物
で
す
よ
ね
。

人
生
の
先
輩
方
が
話
す

「
苦
労
は
買
っ
て
で
も

せ
ぇ
。」
と
い
う
言
葉
。
一
朝
一

夕
で
成
し
得
た
事
は
そ
れ
な
り

に
上
手
く
い
っ
た
と
し
て
も「
そ

の
場
凌し

の

ぎ
」
に
し
か
な
り
ま
せ

ん
。
苦
労
は
確
か
に
し
ん
ど
い

し
、
で
き
れ
ば
避
け
た
い
と
思

う
け
れ
ど
、
こ
の
道
を
通
る
事

コーヒーの木の植樹祭 ( H29.3.12)

要
チ
ェ
ッ
ク

で
す
よ
♪

保
健
福
祉
だ
よ
り

15

Vol.

保 健 福 祉 だ よ りVol. 15 み
ん
な
で

元
気
に
！

各予防教室や健診などの予定表

月 日 時　間 内　容 場　所

6

8 10:00 ～
12:00 親子の広場 やけうちの里

9 19:00 ～
20:30

美 BODY ☆シェイプアップ
クラス修了式 やけうちの里

20 9:30 ～
12:00

親子教室 ( ｲｲﾄｺﾐｯｹ♫ )
ﾍﾞﾋﾞｰｸﾗｽ やけうちの里

25 9:30 ～
12:00

親子教室 ( ｲｲﾄｺﾐｯｹ♫ )
3 歳以上クラス やけうちの里

生後2 ヶ月～ 2歳代までの子と保護者対
象のﾍﾞﾋﾞｰｸﾗｽと3歳以上から就学前まで
の子と保護者対象のｸﾗｽ別に毎月開催し

ています(*^_^*)毎回発達段階に応じた親子遊びや
手作りおやつの茶話会、絵本の読み聞かせ、個別相
談と盛りだくさんの内容になっていますのでぜひ
遊びにきてください。【お問合せ先】役場保健福祉課　

☎  67-2212 (直通)　担当：古島

親子教室（ｲｲﾄｺﾐｯｹ♫）のお知らせ

平
成
29
年
度
「
禁
煙
週
間
」
の
お
知
ら
せ

【
国
保
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
】

「
柔
道
整
復
師
の

　
　
　
　
施
術
を
受
け
る
と
き
」

鹿
児
島
県
健
康
増
進
課
よ
り

「
H
I
V
検
査
普
及
週
間
」
の

　
　
　
　
　
　
　
実
施
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
５
月
31
日
（
水
）

～
平
成
29
年
６
月
６
日
（
火
） 

は
禁
煙
週
間
で
す
。

　

昨
年
度
策
定
し
た
宇
検
村
民

の
健
康
づ
く
り
計
画
「
い
き
い

き
健
康
う
け
ん
21
」
の
調
査
の

中
で
、
男
性
の
喫
煙
率
は
39
・

７
％（
県
29
・
７
％
）、女
性
は
７
・

８
％
（
県
７
・
０
％
）
と
い
ず
れ

も
鹿
児
島
県
よ
り
高
い
状
況
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

喫
煙
が
起
因
す
る
病
気
っ
て

ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
と
思
い
ま
す

か
？

　

が
ん
・
循
環
器
疾
患
（
高
血

圧
な
ど
）・
C
O
P
D
・
糖
尿
病
・

胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
や
そ
の
他

妊
娠
中
に
は
低
出
生
体
重
・
早

　

柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け

る
と
き
に
も
、
窓
口
で
保
険
証

な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、
一
部
負

担
金
を
支
払
う
だ
け
で
施
術
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
保

険
証
が
使
え
る
の
は
「
外
傷
性

の
け
が
」
の
場
合
だ
け
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
証
が
使
え
る
場
合

　
（
左
記
以
外
は
使
え
ま
せ
ん
）

○
ね
ん
ざ

○
打
撲

○
肉
離
れ

○
骨
折
・
脱
臼
の
応
急
手
当
て

○
医
師
の
同
意
が
あ
る
場
合
の

骨
折
・
脱
臼

　

平
成
29
年
６
月
１
日
（
木
）

か
ら
７
日
（
水
）
は
「
H
I
V

検
査
普
及
週
間
」
と
し
て
、
国

民
の
H
I
V
や
エ
イ
ズ
に
関
す

る
関
心
を
喚
起
し
、
H
I
V
感

染
の
予
防
、
早
期
発
見
を
図
る

た
め
、
全
国
的
に
普
及
啓
発
の

取
組
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
週
間
に
合
わ
せ
て
、
県

内
の
保
健
所
で
は
、
休
日
や
平

日
夜
間
に
H
I
V
検
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

検
査
は
、
原
則
無
料
・
匿
名

で
受
け
ら
れ
、
受
付
か
ら
結
果

告
知
ま
で
お
お
む
ね
１
時
間
程

度
で
す
。
詳
細
は
、
名
瀬
保
健

所
（
☎
５
２
︲
５
４
１
１)

へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

産
児
の
原
因
に
も
な
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
怖
い
の
は
、
喫
煙
し

て
い
る
人
の
ま
わ
り
に
い
る
人

た
ち
が
た
ば
こ
の
煙
を
吸
っ
て

起
こ
る
「
受
動
喫
煙
」
で
す
。

禁
煙
に
は
強
い
意
志
や
計
画
性

が
必
要
で
す
が
、
禁
煙
に
成
功

し
た
人
も
平
均
３
～
４
回
失
敗

し
た
の
が
普
通
で
す
。
失
敗
を

恐
れ
ず
、
禁
煙
し
た
い
！
！
と

い
う
方
は
保
健
福
祉
課
ス
タ
ッ

フ
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
ね
！

 H
ok
en
 Fu

kus
hi Dayori ‐since 2014‐

　
         fi ne at everybo

dy!
 

uku
shi Dayyyori‐si

fineayyybod
yyy

ト
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
子
ど
も

達
や
保
護
者
の
方
を
は
じ
め
、

周
り
か
ら
応
援
し
て
く
れ
る

方
々
の
お
か
げ
で
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
大
き
い
で
す
が
、
そ

れ
以
上
に
楽
し
み
な
が
ら
こ
れ

か
ら
も
宇
検
村
で
過
ご
し
て
い

け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
ご
一

読
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

を
自
ら
選
択
し
て
い
く
事
で
人

は
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
農
業

で
も
、学
業
で
も
、部
活
動
で
も
、

仕
事
で
も
、
何
で
も
。

４
月
か
ら
自
ら
が
選
択
し

た
新
し
い
場
所
で
頑

張
っ
て
い
る
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も

達
も
今
ま
さ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

選
ん
だ
道
を
歩
い
て
い
て
、
た

く
さ
ん
の
苦
労
を
買
っ
て
い
る

時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
宇

検
村
で
そ
ん
な
子
ど
も
達
を
心

の
中
で
応
援
し
な
が
ら
、
み
ん

な
で
植
え
た
コ
ー
ヒ
ー
の
木
を

育
て
て
い
く
事
し
か
で
き
ま
せ

ん
が
、
み
ん
な
が
20
歳
を
通
過

す
る
時
に
改
め
て
再
会
し
、
そ

の
時
間
を
一
杯
の
﹃
煎い

り
た
て

挽
き
た
て
淹
れ
た
て
の
コ
ー

ヒ
ー
﹄
を
飲
み
な
が
ら
共
有
で

き
た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宇
検
村
に
来
て
２
年
が
過

ぎ
、
５
年
後
の
目
標
が

で
き
た
こ
と
も
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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村
民
の
皆
さ
ま
、
い
つ
も
広
報

う
け
ん
を
お
読
み
く
だ
さ
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
で
広
報
係
３
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
自
分
と
し
て
は
、
あ

る
程
度
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
使
い

こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
は
、

少
し
余
裕
を
も
っ
て
、
楽
し
み
な

が
ら
取
材
を
し
よ
う
考
え
て
い
ま

す
。
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
ば

か
り
覗
く
の
で
は
な
く
、
視
野
を

広
く
、
自
分
の
目
で
じ
っ
く
り
と

見
て
み
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
は
見
え
な
か
っ
た
も
の
に
気

づ
け
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
感

じ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
力
不
足

な
点
は
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、
何

か
お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
、
気

軽
に
ご
指
摘
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
今
年
度
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編 

集 

後 

記

〒
894-3392　

鹿
児

島
県

大
島

郡
宇

検
村

湯
湾

　
　

915
番

地
 / 電

話
：

0997(67)2211 / FAX
：

0997(67)2262
発

行
：

宇
検

村
役

場
/

編
集

：
総

務
企

画
課

　
　

　
　

/ U
RL：

http://w
w

w
.uken.net  / M

all：
kikaku@

uken.net
広

報う
け
ん

（
平

成
29

年
５

月
号

）

内
田
健
治

総
務
企
画
課

 

広
報
担
当 

氏
名

年
齢

住
所

山
下　

ト
キ

99

生
勝

中
田　

イ
ト
エ

97

名
柄

お
く
や
み

氏
名

住
所

﨑　

八
重
子

大
阪
府

元
田　

米
樹

神
奈
川
県

中
田　

孝
憲

茨
城
県

三
浦　

理
恵

愛
知
県

清
水　

建
司

鹿
児
島
市

上
川　

貴
由

大
阪
府

前
田　

勝
也

沖
縄
県

田
春　

廣
志

栃
木
県

元
田　

和
人

東
京
都

𠮷
永　

尚
和

鹿
児
島
市

（
株
）
奄
美
電
設

　
  

有
川　

昭
男

千
葉
県

氏
名

住
所

石
原　

廣
仁

千
葉
県

末
岡　

美
穂
子

東
京
都

福
岡　

直
子

千
葉
県

氏
名

住
所

松
村　

忠
義

神
奈
川
県

前　

義
廣

岡
山
県

佐
伯　

津
加
子

栃
木
県

大
山　

道
代

鹿
児
島
市

氏
名

住
所

福
田　

博
一

東
京
都

徳
田　

伸
一

東
京
都

泉　

恵
理
香

埼
玉
県

徳
永　

嘉
彦

神
奈
川
県

川
畑　

美
和
子

大
阪
府

ふ
る
さ
と
納
税
︵
続
き
︶

広
報
お
礼
︵
続
き
︶

広
報
お
礼

ふ
る
さ
と
納
税

※
「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」

は
掲
載
の
承
諾
を
頂
い
た
方
の

み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

掲
載
順
は
届
出
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
敬
称
略
）

島 の 宝っ 子

■ 

寄
付
金

氏
名

住
所

坂
井　

瑞
一
郎

芦
検

生
元　

為
市

龍
郷
町

徳
田　

伸
一

東
京
都

社
協
ご
寄
付

（平成 29 年 3 月末現在）

　　　 男　　841　人

　　　 女　　904　人

　　　 計　 1,745　人

　 　  世帯   　976

村民のうごき

東
ひがし

　優
ゆうしん

心ちゃん
平成28年 5月24日生（芦検）

保護者・修平さん

出
生
児

保
護
者
住
所

松
元　

駿
し
ゅ
ん
せ
い成

五
月

湯
湾

う
ぶ
ご
え

男
の
子

女
の
子

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ブ
ル
マ　

ト
ル
ガ
（
久
志
）

保
池　

葉
月
（
久
志
）

（♥
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